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市町村建設計画 
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復
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会
 

●
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の
政
治
姿
勢 

草
の
根
ク
ラ
ブ
 

  
議
員
　
Ｉ
Ｐ
電
話
を
経
費
削
減
策
の
一
環
と

し
て
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。 

財
政
部
長
　
Ｉ
Ｐ
電
話
と
は
、
音
声
を
小
さ

な
デ
ー
タ
に
分
割
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
な
ど
で
送
受
信
す
る
仕
組
み
の
電
話
で
あ
り
、

そ
の
導
入
効
果
と
し
て
は
、
固
定
電
話
に
比
べ
、

通
信
費
の
削
減
や
設
備
投
資
の
抑
制
が
実
現

で
き
る
と
一
般
的
に
は
い
わ
れ
て
い
る
。 

　
本
市
に
お
い
て
は
、
本
庁
と
各
行
政
セ
ン

タ
ー
間
で
の
通
話
を
無
料
化
し
、
か
つ
本
庁

へ
の
電
話
転
送
や
行
政
セ
ン
タ
ー
間
で
の
通

話
を
可
能
と
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｐ
電
話
を
導
入

し
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｐ
電
話
の
導
入
に
よ
り
、
年
額
に
し
て

約
290
万
円
程
度
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
ま
だ
内
線
化
さ
れ
て
い
な
い
11
支
所

及
び
東
京
事
務
所
等
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｐ
電

話
に
よ
り
内
線
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ら
な
る
通
信
費
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

平
成
18
年
１
月
の
琴
海
町
と
の
合
併
も
視
野

に
入
れ
た
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

      

議
員
　
長
崎
被
爆
体
験
者
支
援
事
業
の
改
正

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

原
爆
被
爆
対
策
部
長
　
被
爆
体
験
者
支
援
事

業
は
、
被
爆
体
験
に
よ
る
精
神
的
要
因
に
基

づ
く
健
康
影
響
に
関
連
す
る
特
定
の
精
神
疾 

患
の
治
療
支
援
を
主
な
目
的
と
し
て
医
療
費

を
支
給
し
て
い
る
が
、
国
は
、
対
象
外
の
疾

患
・
症
状
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
医
療
費
の

支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ

た
と
し
て
、
症
状
の
改
善
、
治
癒
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
新
た
な
要
綱
を
本
年
４

月
に
策
定
し
、
従
来
の
要
綱
を
廃
止
す
る
方

針
を
示
し
た
。 

　
本
市
と
し
て
は
、
新
制
度
に
は
、
毎
年
の

精
神
科
医
師
に
よ
る
診
断
や
予
算
措
置
の
問

題
等
な
お
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
制
度
の
実
績
や
状
況
を
み
な
が
ら

改
善
を
求
め
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
長

崎
原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護
強
化
対
策
協
議
会

を
中
心
に
県
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
国
に

要
望
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

   

議
員
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
考
え
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
ま
た

は
直
営
に
よ
る
管
理
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
施
設
の
規
模
、
機
能
等
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
留
意
す
べ
き
事
項
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
が
策
定
し
た
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
制
度
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
、
そ
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

  

議
員
　
高
島
行
政
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
職
員

の
死
亡
事
件
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。 

市
長
　
今
回
の
事
件
を
教
訓
と
し
て
事
件
発 

生
後
、
窓
口
等
で
業
務
を
遂
行
す
る
に
当
た

っ
て
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
再
点
検
を
行
い
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
示
を
行
っ
た
。 

　
今
後
、
さ
ら
に
問
題
点
を
精
査
し
、
安
全

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
の
再
発

防
止
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。 

  

議
員
　
市
町
村
建
設
計
画
の
実
施
に
つ
い
て

の
市
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。 

地
域
行
政
部
長
　
市
町
村
建
設
計
画
に
掲
載

さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
今
後

10
年
の
計
画
期
間
内
に
そ
の
必
要
性
、
緊
急
性
、

優
先
順
位
等
を
勘
案
し
、
そ
の
時
点
で
の
財

政
状
況
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
効
率
的

な
事
業
展
開
を
図
り
つ
つ
、
合
併
後
の
新
し

い
長
崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

                        

議
員
　
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討

会
議
の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
今
回
の
会
議
は
、
国
際
社
会
が
核
拡 

散
の
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
終
合
意
文
書
の
採
択
さ
え
な
く
閉
幕
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
各
国
が
自
国
の
利
益
の
み
を

考
え
、
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
核
兵
器
の

問
題
を
真
剣
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

再
検
討
会
議
の
全
会
一
致
の
原
則
も
見
直
す

べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。 

　
一
方
で
、
こ
の
会
議
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

被
爆
者
団
体
を
は
じ
め
平
和
市
長
会
議
や
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
な
ど
世
界
各
国

の
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

結
集
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
被
爆
地
の
使
命
と
し
て
各
国

の
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
深
め
、
核
兵

器
廃
絶
を
粘
り
強
く
訴
え
続
け
て
い
き
た
い
。 

    

議
員
　
出
島
完
全
復
元
事
業
と
周
辺
の
都
市

整
備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
長
期
計
画
に
お
い
て
、
中
島
川
の
振

り
替
え
、
国
道
499
号
の
線
形
変
更
等
、
大
規

模
な
市
街
地
改
造
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
実

現
に
は
、
事
業
手
法
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、

住
民
の
合
意
形
成
な
ど
、
か
な
り
長
期
的
な

計
画
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
今
後
の

社
会
・
経
済
情
勢
を
見
据
え
な
が
ら
努
力
し

て
い
き
た
い
。 

    

議
員
　
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
と 


